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はじめに 

 本てびきは，はじめて(J)AGES データセットの解析を行なう分析者にむけたものである．ここに含まれて

いるのは主に，Wave 1（ages2003），Wave 2（ages2006），Wave 3（jages2010），Wave 4（jages2013）, Wave 

5 (jages2016)の 5 時期の調査とそこから得られたデータに関する情報である．それぞれの横断データをベー

スラインとして要介護認定および死亡に関するデータを付加したコホートデータセット，複数の横断デー

タを結合させたパネルデータセットに関する情報の多くは，各データセットの説明書に含まれている．プロ

ジェクトの調査データにはほかに，Wave0（武豊 2000），Wave 1（2004 年実施の愛知県高浜市・奈良県香

芝市・十津川村），武豊 2008 等も存在するが，分析者が多くないため，ここでは割愛する．  

 

I. 研究準備 

1. AGESデータ・JAGESデータの概要 

AGESプロジェクトの開始 

AGES プロジェクトは、1999 年度に愛知県の 2 市町（高浜市、武豊町）を対象に始まった。その後、2003

年度に愛知県の 7 保険者 10 市町、香川県と高知県（南国市、須崎市）の 12 保険者 15 市町で調査が行われ

た1。（ages2003 または Wave 1） 

 

AGESから JAGESへ 

2006 年度調査はこれまでの調査対象地域のうち、9 市町村（9 保険者）を対象とし、この調査結果は横断

データとして利用可能である。（ages2006 または Wave 2）  

 2010－2011 年度調査は、愛知県を大きく超えて全国 12 道県の 25 保険者 31 市町村を対象に、2010 年 8 月

から 2012 年 1 月にかけて行われた2。またそれにともない，AGES（Aichi Gerontological Evaluation Study 愛

知老年学的評価研究）の名称を JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study 日本老年学的評価研究）へと

変更した。この調査結果も横断データとして利用可能である。（jages2010 または Wave 3） 

2013 年度調査は，JAGES2010-11 調査への参加 19 保険者 25 自治体を含む 30 自治体を対象に，2013 年 10

月から 12 月にかけて行われた。この調査結果は横断データとして利用可能である。（JAGES2013 または

Wave4） 

AGES2003 のうち，愛知県 6 保険者の回答者のその後の要介護認定・死亡を 4 年間（1,461 日）追跡した

のが cohort03_07 で、約 10 年間追跡したのが cohort03-13 である。また、愛知県の 5 保険者については 2003

                                        

1 このあと 2004 年度には奈良県の 2 保険者（香芝市、十津川村）と愛知県高浜市でも調査を行っている

が、調査内容が一部異なるため別個のものとして扱われており、ages2003 と結合して学術分析に用いられ

ることはほとんどなかった。 

2 このうち、西尾市、一色町、吉良町、幡豆町は 2011 年 4 月に合併され 1 市（1 保険者）となっている

が、データ収集された時点では 4 市町（4 保険者）であったため、jages2010 または Wave3 の対象を 31 市

町村 25 保険者としている。 
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年度調査のデータと 2006 年度調査のデータの個人結合が可能であり、パネルデータが作成されている3。

（panel03_06） 

2015 年 1 月、2010 年度調査と 2013 年度調査を結合した 2 時点パネルデータ（panel10_13）が作成され

た。これは 24 市町における 2 時点パネルデータであることから、経時的な多地点分析が可能になる。さら

に、2010 年調査対象の 24 市町の回答者のその後の要介護認定・死亡を約 3 年間追跡したコホートデータ

cohort10_13 も作成された。両縦断データは保険者によって追跡期間が異なるので注意が必要である。 

現在配布されているデータセットの詳細は次ページの通りである。 

 2016 年調査は 2013 年調査への参加 27 自治体を含む 39 自治体（34 保険者）を対象に、2016 年 9 月から

2017 年 1 月にかけて行われた。対象地域は、北海道、東北、関東甲信越、中部、近畿、九州の 18 都道府

県に分布している。今後リリース予定の 2 時点パネル可能自治体（2010-2016、2013-2016）は 23 自治体、

3 時点パネル可能自治体（2010-2013-2016）は 22 自治体にのぼる。 

 

プロジェクトの呼称について 

本プロジェクトにおいては，愛知県での調査を中心とする調査・データを AGES，2010 年度以降に行われ

た全国調査・データを JAGES，両方の調査・データに言及する場合は(J)AGES と呼称している． 

 

                                        

3 2003 年度調査と 2006 年度調査のデータがそろっているという意味では高知県の 2 市についても

panel03_06 に準じた形での結合が理論上可能であるが、愛知県と高知県の地理的・文化的特性等の差異に

より、2 県のデータを一律に比較することへの批判が予想されたため、今のところ結合は行っていない。 
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JAGES配布データ一覧（2018 年 2 月 15 日現在） 

  

 

※ages2003 に死因データがついたデータセットを限定的に配布していますが、利用希望の場合は厚生労働

省に事前の利用申請が必要です。利用者の申請は毎年 1－3 月の時期に更新しておりますので、JAGES デー

タ管理事務局までお問い合わせください。 

今後整備を予定しているデータセットについて（2018.2現在） 

整備時期は未定だが今後作成が期待されているデータセットとしては、2010 または 2013 調査参加者のそ

の後 2016 年までの要介護度の変化及び死亡を追跡したデータセット（要介護度変化つき jages2010_16）、

cohort03-13, cohort10-13 に死因データがついたデータセットなどがある。 

 

データ名 データの説明 対象市町村 N Ver

現在配布データ

1 ages2003 2003横断データ
東海市、大府市、知多市、東浦町、半田市、常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町、東かがわ
市、綾歌町、大野原町、南国市、須崎市（計15市町村）

3万人

2 ages2006 2006横断データ 半田市、常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町、南国市、須崎市、十津川村（計9市町村） 3.7万人

3 jages2010 2010横断データ
東神楽町、東川町、美瑛町、十和田市、岩沼市、柏市、中央市、早川町、名古屋市、半田市、碧南市、西
尾市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町、一色町、吉良
町、幡豆町、渡会町、神戸市、十津川村、高梁市、松浦市、南城市、今帰仁村（計31市町村）

10万人 v3

4 jages2013 2013横断データ
東神楽町、東川町、美瑛町、十和田市、岩沼市、柏市、横浜市、新潟市、中央市、早川町、名古屋市、豊
橋市、半田市、碧南市、西尾市、常滑市、東海市、大府市、知多市、田原市、東浦町、南知多町、美浜町、
武豊町、一色町、吉良町、幡豆町、渡会町、神戸市、十津川村、丸亀市、松浦市、御船町（計30市町村）

13万人 v3.2

5 jages2016 2016横断データ

東川町、東神楽町美瑛町、音更町、余市町、苫前町、十和田市、益子町、長柄町、中央市早川町、森町、
小山町、南知多町、美浜町、武豊町、度会町、松浦市、松本市、半田市、碧南市、西尾市、常滑市、東海
市、大府市、知多市、東浦町、柏市、松戸市、船橋市、八王子市、横浜市、新潟市、名古屋市、福岡市、岩
沼市、御船町、神戸市、高浜町（計39市町村）

18万人 v1

6 cohort03-07 2003-2007コホートデータ 半田市、常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町（計6市町）、知多北部除く 1.4万人

7 cohort03-13 2003-2013コホートデータ 半田市、常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町、大府市、東海市，知多市，東浦町（計10市町） 1.5万人 v2

8 cohort10-13
2010-2013コホートデータ（2010横断デー
タに「要介護認定データ」と「介護保険賦
課データ」を結合したもの）

東神楽町、東川町、美瑛町、十和田市、岩沼市、柏市、中央市、名古屋市、碧南市、西尾市、常滑市、東
海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町、一色町、吉良町、幡豆町、渡会
町、松浦市（計24市町）

8.2万 v 3.2

9 cohort10-16 2010-2016コホートデータ
東神楽町、東川町、美瑛町、岩沼市、柏市、中央市、名古屋市、常滑市、南知多町、美浜町、渡会町、西
尾市、松浦市（計13市町）

5.5万 v1.2

10 cohort13-16 2013-2016コホートデータ
東神楽町、東川町、美瑛町、岩沼市、柏市、中央市、名古屋市、碧南市、西尾市、常滑市、東海市、大府
市、知多市、東浦町、南知多町、美浜町、渡会町、松浦市、豊橋市、新潟市、横浜市、早川町、武豊町（計
23市町）

9.8万 v1.1

11 cohort (10-13panel)-16
2010年または2013年の調査データに「要
介護認定データ」と「介護保険賦課デー
タ」を結合したもの

東神楽町、東川町、美瑛町、岩沼市、柏市、中央市、名古屋市、常滑市、南知多町、美浜町、渡会町、西
尾市、松浦市（計13市町）

6.5万 v1.1

12 panel 03-06 2003-2006パネルデータ 常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町（計5市町） 0.7万人

13 panel 06-10 2006-2010の2時点パネルデータ 常滑市、阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町（計5市町） 約1万人
v0

(=alpha
version)

14 panel10-13
2010-2013パネルデータ（2010横断デー
タと2013横断データを結合したもの）

東神楽町、東川町、美瑛町、十和田市、岩沼市、柏市、中央市、名古屋市、碧南市、西尾市、常滑市、東
海市、大府市、知多市、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町、一色町、吉良町、幡豆町、渡会町、神戸市、
松浦市（計24市町）

6.2万 v 1.2

15 panel2006-2010-2013 2006-2010-2013の3時点パネルデータ 常滑市、武豊町、美浜町、南知多町（計4市町） 約6500人
v0

(=alpha
version)

16 panel2010-2013-2016 2006-2010-2013の3時点パネルデータ
東海市、大府市、知多市、東浦町、常滑市、武豊町、美浜町、南知多町、碧南市、西尾市、名古屋市、度
会町、松浦市、十和田市、岩沼市、中央市、柏市、東川町、東神楽町、美瑛町（計20市町村）

3.2万 v1.0

17 健診データ付きjages2010
2010横断データに健診データを追加した
もの

知多市、東浦町、東海市、南知多町、武豊町、常滑市（計6市町）※大府市のデータに不備があるため除い
たデータを配布

1万人 v1

18 jages2013重み付け値
JAGES2013データの重み付け値を算出
したもの

半田市，東海市，大府市，知多市，東浦町，碧南市，西尾市，十和田市，豊橋市，田原市，丸亀市，御船
町，柏市，名古屋市，神戸市，横浜市，岩沼市，新潟市（全数調査以外18市町）

797小地域 v1

19
要介護度変化付き
jages2010

2010調査参加者のその後の要介護度の
変化及び死亡を追跡したデータ

東神楽町、東川町、美瑛町、十和田市、岩沼市、柏市、中央市、松浦市、度会町、名古屋市、西尾市、一
色町、吉良町、幡豆町、碧南市、南知多町、美浜町、武豊町、阿久比町、常滑市、東海市、大府市、知多
市、東浦町（計24市町）

2010横断
の24市町

分
v0
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調査対象者のサンプリングについて 

 AGES 調査・JAGES 調査で対象者となるのは、基本的には要介護認定を受けていない 65 歳以上高齢者

である。中には自治体の要望により、一部要介護者を調査対象者として含んでいる自治体もあったが、研

究者に配布する分析用データセットからは要介護者をあらかじめ除外してある（今帰仁村を除く）。（重

要な情報（2013 年 2 月追加、2014 年 6 月 16 日追加）参照） 

調査対象者の抽出は市町村単位で行われ、介護保険の第一号被保険者リストもしくは住民基本台帳のど

ちらか自治体にとって使いやすいほうをもとに 65 歳以上高齢者のリストを作成し、介護保険の要介護認定

データの情報を用いて要介護者を除外したものをサンプリング・フレームとして、市町村の規模や予算に応

じて原則 5000 人未満の場合には対象者全員、5000 人以上の場合には無作為抽出により選出された者に調査

票が配布された。  

 

【参考資料（VI 資料編に記載）】 

表Ⅱ-1 調査年度・地域別調査方法 

表Ⅱ-2 調査票配布数・回収数・回収率 

表 II-3 2003 年度調査 バージョン別回収数・回収率 

表 II-4 2010-2011 年度調査 市町村別回収数・回収率 

表 II-5 2013 年度調査 市町村別回収数・回収率 

表 II-5a 2013 年度調査 市町村バージョン別回収数・回収率 

表 II-6 2016 年度調査 市町村別回収数・回収率 

表Ⅱ-7  2003・2006・2010 横断データセット 市町村名番号対応表 

表Ⅱ-8  2003・2006・2010 横断データセット 市町村別地域類型 

図 I-1 2010 年度調査（JAGES 調査） 

図 I-2 2010 年・2013 年度調査（JAGES 調査） 
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2. データの利用について 

データ利用を希望する場合は JAGESデータ管理事務局（dataadmin.ml@jages.net)まで連絡をすること。JAGES

配布データ一覧にあるもの以外のデータセットも、事務局での協議により特定の条件下で利用可能な場合

がある。詳しくは JAGES データ管理事務局まで問い合せのこと。 

また、今後 cohort03-13, cohort10-13に死因データがついたデータセットを限定的に配布予定としているが、

利用希望の場合は厚生労働省に事前の利用申請が必要。利用者の申請は毎年 1－3 月の時期に更新している

ので、JAGES データ管理事務局まで問い合わせのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAGES データ利用者の遵守事項 

【1. データを他の人に渡さない】 

2017 年の改正個人情報保護法施行へ対応するため、データ保有者の把握を徹底 

しています。データ利用申請者は、申請時にデータ保有予定者の情報をデータ事務 

局に報告して下さい。データ利用許可期間中にデータ保有者に変更があった場合 

は、データ利用者追加・削除フォームでその旨をデータ管理事務局に届け出てくだ 

さい。 

データ事務局への連絡なしに他の人にデータを渡した場合、今後データを利用で

きなくなる可能性があります。また個人情報保護法に照らし合わせ、法的措置を講

ずる場合もあります。 

【2. 研究開始前に研究計画書を提出する】 

分析内容等について他のＪＡＧＥＳデータ利用者とのコンフリクトを防止するため

に、論文 1 本単位で研究計画書を事前に提出していただいています。すでにデータ

を保有している場合も、新しいテーマで分析する場合は必ず新しいテーマの研究計

画書をオンラインで提出してください。 

研究計画書の登録なく対外発表を行うことがわかった場合、演題取り下げをお願

いする場合があります。また、悪質なデータの使いまわしが行われたと考えられる

場合、今後のデータ利用を禁止または制限する場合があります。 

【3. データはインターネットの接続を切断して分析する】 

データは CD-R または外付けの HDD のみに保存し，分析終了後にはパソコンか

ら外してください。また分析する時にはパソコンのインターネット接続を切断して

ください。 

配布している JAGES のデータには個人が特定される情報は含まれていません

が、疾病や経済状況など配慮すべき項目が多々含まれているため改正個人情報保護

法における「要配慮個人情報」に相当しうるものです。 

 

mailto:dataadmin.ml@jages.net
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データ貸与対象者 

1. JAGES メンバー 

本人にその意志があると申し出があり、何らかの形で JAGES への相応の貢献実績がある者として、コアメ

ンバー会議で認められた者。例えば、研究費獲得（共同研究者含む）や調査フィールド自治体との共同研究

実績、査読を経た原著論文の筆頭著者、事務局業務を担った（元）研究員、研究会に数回以上出席し論議に

参加した実績などに基づき総合的に判断する。  

 

2. JAGES メンバー以外で、一定の要件を満たす者 

JAGES のデータは公的研究費で集めたデータであり、以下の手続きを踏むことで、利用可能である。なお、

JAGES 研究班メンバー以外の者による利用申請の場合、申請テーマや使用するデータの都合により、JAGES

研究班メンバーを分析プロジェクトおよび共同執筆者に加えることを依頼する場合がある。 

１）研究計画について研究会等で報告する（JAGES データを初めて使用する場合は、原則としてデータセ

ット送付前の報告が必要） 

２）分析結果ついて研究会等で報告する 

 

学生のデータ利用申請は認めません。データ管理等に責任を持てる指導教員またはコアメンバーからの申

請としてください。指導教員はＪＡＧＥＳコアメンバーと事前に連絡を取り、共同研究の計画について相談

してください。原則として社会人学生（働きながら大学等で就学中の者）も同様です。 
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データ利用手順の流れ 

 

 

データ利用手順の各ステップの説明 

① データ管理事務局（dataadmin.ml■jages.net）に連絡 

データ管理事務局にデータ利用希望について連絡する。事務局より「JAGES プロジェクトデータの概要

と利用の手引き」「調査票」などの案内が送られてくる。 

 

② 本「てびき」と「調査票」の確認 

A．手引、調査票、さらに過去の JAGES 関連文献（HP の研究成果欄参照）を活用し、 

・ 過去・現在の JAGES 関連の研究の把握 

・ これから進めようとしている研究テーマの妥当性 

・ JAGES データでの検証可能性          などについて検討する。 

①データ管理事務局（dataadmin.ml@jags.net）に連絡	 

②「JAGESプロジェクトデータの概要と手引」と「調査票」の確認	 

③「研究計画書」の作成とオンライン提出	 

④データ分析者用メーリングリスト（j-ages@googlegroups.com）
での意見交換およびJAGES研究会にて研究計画の発表	 

⑤データ管理事務局よりデータ利用の承認	 

⑥「誓約書」「申請書」をデータ管理事務局に提出	 

⑦データの貸与（原則１年）	 

⑧JAGES研究会にて分析結果の発表	 

⑨成果物（論文、学会抄録など）をデータ管理事務局に提出	 

⑩プレスリリースを作成しデータ管理事務局に提出	 

⑪「データ消去報告書及び誓約書」をデータ管理事務局に提出	 

「Ⅱデータ分析の

進め方」に記載 

「Ⅰ研究準備」 

 に記載 
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データ利用にあたって(J)AGES 内での先行研究のレビューを行なうのは、他の研究者との研究内容の競合

（※）を避けるためである。これにより研究テーマの重複を避け、かつプロジェクト全体の生産性を向上

させるねらいがある。他の人の計画と近いテーマを扱うことを希望する時は、必要に応じて当事者間の調

整を依頼する。 

 ※研究内容の競合とは、各テーマを学術論文としてまとめるときに著しく論文の内容が類似することで

それぞれが独立した論文として出版しえないか否かで判断する。 

 (J)AGES 内の先行研究は(J)AGES ホームページ（http://www.jages.net）で調べることができる。 

 

 B．どのような分析を行ないたいか方針を立てる 

  メンバーページの論文や研究課題例などを見て、JAGES 全体のミッションを確認したうえでリサーチ

クエスチョンを設定する。 

  AGES データの利用希望者は、まず本てびき（特に「AGES データ利用ガイド」部分）を熟読してデー

タセットの構造について学び、ついでデータセットおよび変数を選定する。どのデータセットのどのよう

な変数を用いた分析をしたいかについて、実際のデータセットを入手する前に方針を立てる。データセッ

トと変数の選び方は以下を参照のこと。 

 

C. データセットを選ぶ 

データセットを選ぶには、まず使いたいデータの構造を理解する必要がある。1 時点の調査の変数同士

の関連を見たい場合は横断（クロスセクショナル）データ、ベースラインのとなる 1 時点変数がその後の

要介護や死亡とどのように関連しているかを見る場合はコホートデータ、2 時点の調査票データを用いて

変数の変化を見たい場合はパネルデータを用いる。各データ構造別の分析・成果例はメンバーページの先

行研究を参考のこと。 

 横断データ：ages2003、ages2006、jages2010、jages2013、jages2016 など 

・近藤克則編集『検証「健康格差社会」』医学書院 2007． 

・村田千代栄、斎藤嘉孝、近藤克則、平井寛：地域在住高齢者における社会的サポートと抑うつの関連

―AGES プロジェクト―．老年社会科学 33（1）：15-22．2011． 

 コホートデータ：cohort03_07, cohort10_13, cohort10_16, cohort13_16, cohort(10-13panel)-16 など 

・Akihiro Nishi, Katsunori Kondo, HIrosi Hirai, and Ichiro Kawachi: Cohort Profile: The AGES 2003 Cohort 

Study in Aichi, Japan. J Epidemolo, vol 21 (2): 151-157, 2011（cohort03_07 データの概要がよくわかるた

め、コホートデータの利用者にとっては必読） 

・Satoru Kanamori, Yuko Kai, Katsunori Kondo, Hiroshi Hirai, Yukinobu Ichida, Kayo Suzuki, Ichiro Kawachi: 

Participation in Sports Organizations and the Prevention of Functional Disability in Older Japanese: The AGES Cohort 

Study. PLOS ONE 10.1371 Published 30 Nov 2012 journal.pone.0051061 

・Naoki Kondo, Ichiro Kawachi, Hiroshi Hirai, Katsunori Kondo, S V Subramanian, Tomoya Hanibuchi, and 

Zentaro Yamagata: Relative deprivation and incident functional disability among older Japanese women and 
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men: Prospective cohort study. Journal of epidemiology and Community Health 63 : 461-469，2009（要介護

認定を目的変数とする）※追跡は 2006 年 10 月までの 3 年間のみなので注意 

・平井寛，近藤克則，尾島俊之，村田千代栄：地域在住高齢者の要介護認定のリスク要因の検討 AGES

プロジェクト 3 年間の追跡研究 日本公衛誌 56(8)：501-512 2009.08.15 ※追跡は 2006 年 10 月まで

の 3 年間のみなので注意 

・竹田徳則，近藤克則，平井寛：地域在住高齢者における認知症を伴う要介護認定の心理社会的危険因

子 －AGES プロジェクト 3 年間のコホート研究．日本公衆衛生雑誌 57（12）：1054－1065，2010

（認知症発症を目的変数とする）※追跡は 2006 年 10 月までの 3 年間のみなので注意 

 パネルデータ：panel03-06, panel06-10, panel10-13, panel06-10-13 など 

  ・平井寛．高齢者サロン事業参加者の個人レベルのソーシャル・キャピタル指標の変化．農村計画学会

誌 28 特別号：201-206，2010． 

その他のデータ：kenshin2010 など 

 健診データは、JAGES2010 横断データに知多北部（知多・東海・大府・東浦）・常滑・南知多・武豊

の 7 自治体の 2010 年度健診データを突合したものである。 

 使いたい変数を探す方法としては、①変数名付調査票（2003 年版・2006 年版・2010 年版・2013 年版・

2016 年版：PDF ファイル）を見て探す、②変数一覧表（Excel ファイル）で検索する、の 2 つの方法があ

る。使いたい変数が全調査市町村で用いられているかどうかを確認するには、質問項目バージョン別一覧

（2012 年 12 月 5 日完成版）で確認する。 

 

③「研究計画書」の作成とオンライン提出 

JAGES ホームページ上でアカウントを作成し、ログイン後に研究計画書を作成し、オンライン提出する。  

【研究計画書に登録する内容】 

1． 取り組みたいテーマに関する先行研究の到達点と残されている研究課題のうちのどれに対し、 

2． どのような研究デザインで、（例：横断研究、コホート研究、パネルデータ分析、マルチレベル

分析など） 

3． どのデータセット（データセット名を明記して下さい*）を用い、 

4． どのような分析モデル（例：Cox 比例ハザードモデル、ロジスティック回帰分析など）におい

て、どの変数を目的変数と説明変数（具体的な変数名とその内容を示して下さい）として想定し

ているのか、 

5． 検証仮説や期待される成果 

※「先行研究および研関連する(J)AGES の既発表論文など」欄には研究テーマに関連する他の研究グル

ープによる先行論文および JAGES の先行論文（HP の研究成果欄参照）を記入する。 JAGES 内の先行研

究は自身の研究、他メンバーの研究の両方を書く。 

 

https://www.dropbox.com/s/1osxitqrtazq07r/AGES2003%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820140108.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/qjbwv4t9esmlmgg/AGES2006%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820121010.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/qe6jw40f802kou2/JAGES2010%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820130218.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/7o95kt6hjmi3dsf/JAGES2013%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820140829.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/c7o8huhi9dlqdmx/JAGES2016_%E5%89%AF%E9%A1%8C%E3%83%BB%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A8.pdf?dl=0
file:///C:/事務局/JAGES2013調査/2013調査票/JAGES2013調査票_変数名一覧.xlsx
file:///C:/事務局/JAGES2013調査/(J)AGES質問項目バージョン別一覧20131211.xlsx
file:///C:/事務局/JAGES2013調査/(J)AGES質問項目バージョン別一覧20131211.xlsx
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④データ分析者用メーリングリストでの意見交換および JAGES 研究会にて研究計画の発表 

オンライン提出された研究計画書はデータ管理事務局で確認後、分析者用メーリングリスト（j-ages■

googlegroups.com）に自動的に投稿される。メーリングリスト上で JAGES メンバーから意見を募り、意

見に基づき必要に応じてディスカッションする。さらに、JAGES 研究会で研究計画について発表する。

これらによる議論を受けて、必要に応じて計画を修正する。 

・ 研究計画書のオンライン提出後、データ分析者用メーリングリスト（j-ages■googlegroups.com）へ

の登録案内がくるので、実際にデータ分析を行う場合は登録申請を行う。 

・ 費用や地理的条件（遠隔地・海外等）等の関係で複数回の研究会参加が難しい者については、代理

者（計画班メンバー）やメーリングリストを活用したディスカッションで代用できる。 

・ データ管理事務局が研究計画書の改定を求める場合がある。 

 

⑤データ管理事務局よりデータ利用の承認 

研究計画がメンバー内で承認されたら、アドバイスを元に修正を行い、修正版の計画書を提出する。こ

れにより、(J)AGES 研究会のデータ分析登録・共有システムへの登録も同時に行われることになる。計画

書はデータ管理事務局より送られてきた URL よりオンライン上で提出する。 

 

⑥ 「誓約書」をシステム上で提出 

「誓約書」（書式１）を研究計画管理システム上にアップロードする。 

 

⑦ データの貸与（原則１年） 

郵送もしくは研究会時等の手渡しによってデータセットが渡される。研究計画書に沿って、分析・発表・

執筆等を行う。 

 

データ管理事務局の連絡先 

JAGES データ管理事務局（東京事務局） 

責任者：近藤尚己 

データ管理担当者：齋藤順子  

連絡担当：西澤秀行・永井雅美 

〒113-0033 

東京都文京区本郷 7-3-1 東京大学大学院医学系研究科  

公共健康医学専攻 保健社会行動学分野 近藤尚己研究室 

tel: 03-5841-1922 

JAGES データ管理事務局 E-mail: dataadmin.ml■jages.net 
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＜補足＞ 

1．メーリングリストについて 

info.ml■jages.net …研究会全体のイベント案内等のお知らせ用。 170 名超の登録者がいる一般メーリングリ

スト （管理人：宮國（千葉事務局）） 

j-ages■googlegroups.com…データのパッチ情報や分析に関する質問相談、調査票に関する話し合いなど、分

析研究に関連した情報の交換やアップデートに使用。研究計画の相談・投稿や、投稿論文に関する相談等も

こちらで行う （管理人：宮國（千葉事務局）） 

※ 上記のメーリングアドレスは■を@に変えて投稿 

 

2．同じデータを用いて新しい分析を始める場合（データ利用手続きの変更点について 151005 追加） 

手続きの簡便化をはかるために同じデータを用いて新しい分析を始めるときは計画書だけ（誓約書の提出

は不要）を提出する。 

1. 計画書：研究計画ごと 

2. 誓約書：最初の研究計画提出時のみ 

3. データ削除報告書：研究計画ごと 

 

3. 同じデータセットだが、アップデート版を利用申請する場合（データ利用手続きの変更点について

170820 追加） 

手続きの簡便化を図るため、すでに承認されている研究課題について、同じデータセットだが新しいバージ

ョンを利用申請する場合は、計画書・誓約書の提出は不要。また、使用期限は原則として最初のデータセッ

ト依頼時から 1年間。 

＜注意点＞ 

全国データを使用して岩沼に着目した研究を行う場合には（被災地  vs. 非被災地）、CITI 

（https://edu.citiprogram.jp/defaultjapan.asp?language=japanese）を受ける必要はないが、所属機関の IRB への

申請など必要な倫理審査を通すこと。また、岩沼に着目しない研究の場合は謝辞に NIH を入れる必要はあ

りません。Iwanuma 独自項目データの利用には Kawachi 先生の承認が必要です。 
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II. データ分析の進め方 

手続きの概要 

研究計画管理システムへの登録後、原則 1年以内に研究計画に沿って分析を行ない発表する。分析が終了

した時点で再び研究会で発表し、分析に不備はないかどうかや、今後の学会発表や論文作成にあたっての考

察の方向性などに関してのアドバイスを得る。 

 データ分析期間中に、分析方法の軌道修正の必要が生じたり、独立変数・目的変数を変更する必要が生じ

たりした場合は、研究会やデータ分析者用 ML、データ管理事務局に報告・相談をし、適宜軌道修正をする。 

 システム登録後、1年程度たっても分析の成果が見えない場合、データ管理事務局とデータ利用者が連絡

をとり、状況によってはデータを返還して「データ削除報告書及び誓約書」（書式 3）をデータ管理事務局

に提出するとともに、貸与したデータセット（記憶メディア）は各分析者が責任を持って安全に破棄するこ

とが求められる。延長申請を申し出る場合は、4-Aを参照する。 

 

データの取り扱いについての注意点 

・ JAGES 研究データは、他の研究データよりも厳重なデータ管理を行っている。配付データからは個人

情報を削除しているが、多数の項目を含むため、複数の項目を組み合わせると、個人を特定できる恐れ

があるためである。また、一度でもデータ漏洩などの事件が起きると，市町村との共同研究ができなく

なる可能性がある。 

・ データ漏洩があった場合には、その過失を起こした可能性が高い人を特定できるよう、データ利用申請

した人を記録し管理している。 

・ インターネット上につながった媒体に保存すると、いつか悪意に満ちた人によるデータ抜き取りなど被

害にあう危険性がある（国立大学や国立研究機関のサーバーは実際に被害にあっている）。 

・ そのため、JAGES データは、分析開始からデータ削除するまで，インターネットへの接続を切断したパ

ソコンで処理することを徹底すること。 

・ また、データはインターネットに接続したパソコンのハードディスクには保存しないこと。 

・ データは CD-R または外付けの HDD のみに保存し、分析終了後は、その外付け HDD はパソコンから

外す。 

 

・ 二次変数シンタックスライブラリについて 

貸与するデータセットには、原則として調査回答データと各種データの結合などに用いる ID のみが含ま

れており、複数の変数を加工（計算）して作成する二次変数（GDS,SOC など）を含んでいない。二次変

数を用いる場合には、(J)AGES メンバーページの「データセット作成 Tips」にある二次変数コード表や二

次変数シンタックス（分析のためのデータ加工用統計ソフトプログラム）ライブラリを利用して作成する

ことができる。 

 

・ 分析の過程で異常データを発見した場合はただちに事務局に報告すること。また，共有できる二次変数

を作成した場合はシンタックスを説明文とともに提供すること（書類 5 二次変数シンタックス作成報

告書を使用する）。事務局に報告・提出する前に、メーリングリスト（j-ages■googlegroups.com）でメン

バーの意見を求めてもよい。 
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データ分析終了時 

⑧ JAGES 研究会にて分析結果の発表 

対外的に公表する前に研究会で発表しアドバイスを得ること。 

 

⑨ 成果物（論文，学会抄録など）をデータ管理事務局に提出 

研究計画書を登録した時点から１年以内に成果物の発表を行い，発表した成果物のコピーや情報（学会

抄録や論文別刷り、新聞記事、ウェブサイト記事など）をデータ管理事務局に提出する。  

 

⑩ プレスリリースを作成しデータ管理事務局に提出 

一般、マスコミ向けのプレスリリースを作成しデータ管理事務局に提出する（HP の「JAGES について」

のプレスリリース欄を参照のこと） 

 

⑪ 「データ消去報告書及び誓約書」をデータ管理事務局に提出 

データ利用が終了したら「データ消去報告書および誓約書」（書式 3）をデータ管理事務局に提出する。

貸与したデータセット（記憶メディア）は各分析者が責任を持って安全に破棄することが求められる。諸

事情によりいったん分析を中断しなければならない場合にも、「データ削除報告書および誓約書」（書式

3）を提出する。 

  原則としてデータの貸与は 1 年間とするが、投稿論文が査読中である、近々成果物がまとめられる見込

みである等の特別な事情が認められる場合には、データ利用の延長申請をすることができる。その場合、

「データ利用継続申請書および誓約書」（書式 4）をデータ管理事務局に提出することが求められる。 
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Ⅲ 内規・提出書類 

JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study, 日本老年学的評価研究） 

プロジェクトのコアメンバーならびにメンバーに関する内規 

                                 2013 年 11 月 23 日 

2014 年 1 月 5 日改定 

2014 年 2 月 11 日改定 

2017 年 5 月 15 日改定 

 

 研究代表者 principal investigator は，コアメンバーの互選とする． 

 コアメンバーcore members は研究代表者 principal investigator が指名した数名とする 

 メンバーは，本人にその意思があると申し出があり，何らかの形で JAGES への相応の貢献実績がある

者として，コアメンバー会議で認められた者とする．例えば，研究費獲得（共同研究者含む）や調査フ

ィールド自治体との共同研究実績，査読を経た原著論文の筆頭著者，事務局業務を担った（元）研究員，

研究会に数回以上出席し論議に参加した実績などに基づき総合的に判断する． 

 事務局業務を担う研究者はコアメンバー会議に参加する権利と義務をもつ． 

 コアメンバー・メンバーの情報はホームページ上に公開する． 

 2014 年度以降の体制は以下の通り 

 

研究プロジェクト代表者（principal investigator）：近藤克則 

コアメンバー（core investigators）：尾島俊之 相田潤 近藤尚己 斉藤雅茂 
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JAGES プロジェクト 論文著者に関する内規 

2013 年 11 月 23 日 

2014 年 1 月 5 日 

2017 年 5 月 15 日 

 

本内規は、(J)AGES プロジェクトのデータを用いて研究した原著論文の著者を決める時に考慮すべきこと

を定めることを目的とする。 

 

国際医学雑誌編集者委員会（ICMJE: International Committee of Medical Journal Editors）「生物医学雑誌

への投稿に関する統一規定」に沿うこととする。（http://www.icmje.org/recommendations/browse/roles-and-

responsibilities/defining-the-role-of-authors-and-contributors.html）． 

ICMJE 基準は以下の通り。 

1) 構想/デザイン，データ取得，データの解析/解釈などに実質的貢献をしているか Substantial contributions 

to the conception or design of the work; or the acquisition, analysis, or interpretation of data for the work; AND 

2) 論文の起草，もしくは重要な知的内容に関わる批判的校閲に関わったか Drafting the work or revising it 

critically for important intellectual content; AND 

3) 掲載予定稿の最終承認を行っているか Final approval of the version to be published; AND 

4) 研究のあらゆる面の正確性や包括性についての疑問を認識し、適正に管理することに関して責任を持つ

ことに同意しているか Agreement to be accountable for all aspects of the work in ensuring that questions related 

to the accuracy or integrity of any part of the work are appropriately investigated and resolved. 

 

著者は、上記 1) 、2) 、3) 、4）の全ての条件を満たす必要がある。 

 

研究計画が発表され論議されている段階で共著者として関与する意志表示をし、かつ上記の条件を満た

す貢献をした者の個人名を共著者としてあげる。 

 

学術領域や雑誌によって、単著であることが一般的である場合には、以下の条件で単著の形での公表を

認める。なお、単著形式で投稿する場合も，本文及び謝辞などに JAGES プロジェクトの名前を明記しなけ

ればならない． 

・ 原則として 1 本目は、上記の基準に基づく共著論文の形で投稿していること 

・ 事前にコアメンバー会議での了承を得ていること 

・ ただし、原著論文でない解説論文などで JAGES の成果を紹介する形の論文はこの限りではない 

・ 判断に迷う場合には、JAGES コアメンバー会議に相談の上、了承を得ること 

 

2014 年度から HP 上に、コアメンバー（core member）とメンバー（member）の一覧を載せる。 

2014 年 1 月 1 日以降の投稿分から、この内規の運用をはじめる 

 

 

 

http://www.icmje.org/recommendations/browse/roles-and-responsibilities/defining-the-role-of-authors-and-contributors.html
http://www.icmje.org/recommendations/browse/roles-and-responsibilities/defining-the-role-of-authors-and-contributors.html
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(J)AGES データ利用に関する留意事項 
Version1.1 2009 年10 月31 日 修正 
Version1.2 2010 年 9 月22 日 修正 

Version1.3 2010 年 10 月 20 日 修正 
Version1.4 2013 年 2 月 20 日 修正 
Version1.5 2014 年 4 月 18 日 修正 

Version1.6 2014 年 11 月 20 日 修正 

利用者が有する権利 

（１）利用申請が承認されたデータセットの提供を受け、その分析を行うことができる。 

（２）分析結果を学会発表および論文のかたちで公表することができる。 

 

利用者に課される義務 

（１）申請にあたっては、別紙の「申請書」・「誓約書」・「計画書」を事務局に提出し、プロジェクト代表（近藤克則）の承認
を受けなければならない。 

（２）データセットの管理に関しては、「誓約書」の記載事項を遵守する。 

（３）データセットの利用に際しては、別紙「利用マニュアル」を参照する。 

（４）分析結果については、(J)AGES プロジェクトが開催する研究会にできるだけ参加して報告すること。なお、何らかの形で
対外的に成果を公表する場合にはこれを条件とする。 

（５）成果の公表に際しては、利用データの作成および分析に貢献した研究者を共著者に加えるもしくは謝辞に氏名を記載し、ま
た、適切な既発表文献を引用することとする。 

（６）論文には、「(J)AGES利用プロジェクトデータの概要と利用のてびき」に記載された謝辞および研究費を必ず表記するこ
と。 

（７）分析に使用した変数、二次変数の作成方法（シンタックスなど）、また英語で公表した場合には変数名や設問の英文表記に
ついて、所定の様式に基づき報告する。 

（８）プロジェクト遂行に関連する調査、データのクリーニング、または分析作業について、その一部の負担を依頼された場合に
は、可能な限りこれに応じるものとする。 

（９）分析を通じて発見したデータのエラー等は速やかに事務局に報告し、データの質向上に対して積極的に協力する。 

（１０）データ利用者間の情報交換・共有を円滑にするため、データ利用者専用のメーリングリストにメールアドレスを登録す
る。 

 

その他の留意事項 

（１）データセットには、「一般メンバー用」と「プロジェクト推進メンバー用」の二種類を設定する。新たに構築されたデータ
は、一定期間を推進メンバーの優先利用期間とする。 

（２）プロジェクト推進メンバーには、当該データの構築作業（調査設計、データクリーニングなど）に重要な貢献をした者が含
まれるものとする。 

（３）データを用いて成果を公表した場合、著者の情報（氏名・所属・職名・専門分野・研究業績）を、プロジェクトメンバーと
して(J)AGES プロジェクトのウェブサイトに掲載する。 

（４）成果の公表時において、共著者に申請書以外の名前を加えても問題ないが、データの利用については申請者に限るものとす
る。 

（５）原則として、(J)AGES 研究会の開催に伴う交通費の支払いは、以下の者とする。 

①研究会当日、研究発表を行った者。 

②JAGESデータを用いた査読付き原著論文の筆頭著者で掲載後2年以内の方（研究会では指定発言者となる）。 

③外部資金を獲得したJAGES関連の研究組織で、研究分担者となっている方で研究費を研究代表者に一括計上していただいた
方。 

 

（６）論文や抄録で「JAGES」初出時はJAGES（Japan Gerontological Evaluation Study）とフルスペルで入れることとする。 

（７）論文や学会抄録のタイトルには可能な限り「JAGES project」を入れることとする。また、特に、縦断研究の時には

「longitudinal」または「cohort」であることがタイトルでわかるように入れることとする。パネルの場合は、そのことがタイトル

かabstractでわかるようにする。 
 

 

書式1  
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デ ー タ 利 用 誓 約 書 
 

（2008 年 12 月 14 日作成） 

（2018 年 2 月 20 日改正） 

 
JAGES データの利用申請にあたり、下記の事項を誓約します。 

 

誓 約 事 項 

 

（目的） 

第 1 条  提供された個票データは、計画書に書かれた学術目的および政策形成・遂行支援での二次分析にのみ利用する。 

  2  原則として、データの使用は個人に限るものとする。組織・団体が使用を希望する場合には、事前に JAGES プロジェ

クト代表ならびに関係事務局の承認を得るものとする。その際、責任の所在を明確にするため、利用申請はその組織・

団体の長によっておこなわれなければならない。 

（情報の保護） 

第 2 条  個票データの秘密保護を図り、個々の調査対象を特定する分析は行わない。 

（複写・複製の禁止） 

第 3 条  提供されたデータは、無断で複写および複製してはならない。 

  2  目的に記された研究業務が完了したとき、もしくは中断するときは、遅滞なくデータを返還あるいは回復不可能な状態

で削除し報告する。また、申請者および研究計画書に記載したすべてのデータ利用者のコンピュータ・外付けハードド

ライブ等に保存されているデータについても、あわせて回復不可能な状態で削除する。 

（二次配布の禁止） 

第 4 条  提供された個票データは、JAGES 事務局が承認した研究計画書に記載したデータ利用者のみが利用し、第三者には再

提供しない。 

  2  データ利用者以外が研究補助のためにデータ整理・分析等をおこなう場合には、事前に作業場所を届出のうえ、データ

利用者が同席することを条件とする。 

（営利目的使用の禁止） 

第 5 条  提供されたデータは、営利目的で使用してはならない。 

（データの管理） 

第 6 条  データの利用に際しては、セキュリティに留意し、ファイル交換ソフトの利用やメールによるデータの受け渡し、安易

なデータの持ち出しなどを避け、適切に管理する。 

  2  データの保管および分析は、インターネット接続をしていない記憶媒体ならびにコンピュータでおこなう。 

（秘密の保持） 

第 7 条  貸与されたデータの内容および、研究班の研究動向など、本分析業務を通じて知り得た情報を無断で第三者に公表して

はならない。 

（成果の公表） 

第 8 条  提供されたデータの分析結果を論文・学会発表等で公表する場合には、発表・投稿前に JAGES 研究会での内容報告を

おこなうことを条件とする。 

  2  成果の公表に際しては、利用データの作成および分析に貢献した研究者を共著者に加える、もしくは謝辞に氏名を記載

し、また、適切な既発表文献を引用することとする。 

  3  成果の公表に際しては、調査対象・方法・内容等について、適切にデータの出典を記載する。 

  4  論文等の成果物については、出版後、事務局に一部送付する（PDF が望ましい）。 

  5  謝辞については「JAGES プロジェクトデータの概要と利用のてびき」に基づき適切に記載し、さらに共著者からも了

承を得ること。 

（利用の停止） 

第 9 条  本書に記載された誓約事項および JAGES 利用者の手引き内の遵守事項に違反した場合、また事務局からの照会に応答

しない場合には、提供されたすべてのデータの利用を停止し、以後の利用を認めない。 

（免責事項） 

第 10 条 提供された個票データ等の利用により申請者が何らかの不利益を被ったとしても、提供者の責任は一切問わない。 

 

研究計画書に記載したすべてのデータ利用者も上記の事項を誓約することとし、その全責任は申請者が負うものとする。 

 

年   月   日 
所属・職名 

 

自署 

書式２  
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データ削除報告書および誓約書 

 

（2015 年 10 月 5 日作成） 

（2018 年 2 月 6 日改正） 

 

報告事項 

このたび、JAGES データの利用を（ 終了 ／ 中断 ）し、成果物を JAGES 事務局に提出いたします。 

 

1. 研究課題名 

 

 

2. データセット 

 

 

3. 成果物：「 タイトル 」（発表場所） 

 学会発表抄録、学会誌発表論文等については PDF を事務局に送付してください。 

 

誓約書 

 

1. JAGES データの利用終了にあたり、提供された個票データおよび誓約者のパソコン等にインストールし

たデータセットは、回復不可能な状態で削除したことを誓約します。 

 

2. 別の研究計画で同一のデータを継続して利用する場合、その分析が終了した際には、すみやかにデータ

セットを回復不可能な状態で削除することを誓約します。 

 

3. 研究計画書に記載したすべてのデータ利用者も、上記の 1.と 2.に従うことを誓約します。 

 

 

 年   月   日 

所属・職名 

 

自署    

 

印 

 

書式 3  
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データ利用継続申請書および誓約書 

 

（2015 年 2 月 20 日作成） 

（2018 年 2 月 6 日改正） 

報告事項 

このたび、JAGES データ利用申請から 1 年が経過しましたが、下記の理由により、データの継続利用を申

請します。 

利用申請した研究計画書の課題名 

 

1. 投稿した論文が現在査読中である 

投稿雑誌名： 

投稿論文名： 

投稿年月日： 

 

2. 近々成果物がまとめられる見込みである 

分析完了見込年月： 

投稿雑誌名または発表学会名： 

 

3. その他 

（現在の分析状況についてご報告ください） 

 

誓約書 

JAGES データの貸与期間は原則として 1 年であることを了承しています。分析が終了した際には、すみや

かに研究計画書に記載したすべてのデータ利用者が、データセットを回復不可能な状態で削除することを

誓約します。あわせて、コンピュータ・外付けハードドライブ等に保存されているデータについても、回復

不可能な状態で削除します。 

 

 

 年   月   日 

所属・職名 

 

自署    

 

印 

 

 

 

書式 4  
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二次変数シンタックス作成報告書 

(2013 年 2 月 20 日作成) 

このたび、(J)AGES データを利用して、多くの分析者が共有できると考えられる二次変数シンタックスを作

成しましたので、提出します。 

 

１． 使用した統計ソフトとデータセット（例：SPSS, JAGES2010v1） 

 

２． 使用した変数（例：gds_2sf10 gds_2sa10 gds_2ai10 gds_2em10 gds_2br10 gds_2fg10 gds_2be10 gds_2hp10 gds_2nd10 

gds_2hm10 gds_2fr10 gds_2lb10 gds_2vt10 gds_2nh10 gds_2oc10） 

 

３． 作成した二次変数と変数名（例：GDS 得点 s_gds_x10, GDS3 群 s_gds3c10） 

 

４． 二次変数に関する説明（例：GDS 得点 s_gds_x10 は GDS15 項目への回答を 0～15 点でスコア化したもの。1 項目でも

欠損値がある場合、GDS 得点の値も欠損値として扱った。GDS3 群 s_gds3c10 は s_gds_x10 をもとに 0-4 点（うつなし）、5-

9 点（抑うつ傾向）、10-15 点（抑うつ状態）の 3 群に分けたもの。） 

 

 

 

 年   月   日 

所属・職名 

 

自署    

 

印 

 

 

書式 5 
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Written Pledge 

Drafted on 8/4/2013 

Revised on 12/9/2016 

Revised on 26/6/2017 

I pledge to comply with the following terms when using the AGES/JAGES dataset. 

Terms of Use 
Purpose 

1  (a) The dataset provided may only be used for the purpose of academic secondary analysis specified in the submitted research plan. 

(b) In principle, the dataset provided may be used only by the individual who has submitted the research plan. If a group of individuals or an 
organization wishes to use the dataset, the head of the group or the organization shall obtain permission in advance from the JAGES 
principal investigator and the administrative office concerned. 

Protection of personal information 

2  The data user must protect personal information in the data, and must not specify individuals in the dataset. 

Prohibition of duplication 

3  (a) The dataset provided must not be duplicated without the principal investigator’s permission. 

   (b) After the research specified in the submitted research plan has been completed, the data user must immediately return the dataset or 
report to the JAGES head office that the dataset has been deleted and is not recoverable. 

Prohibition of secondary distribution 

4  (a) The dataset provided must be used only by the data user(s) on the approved JAGES research proposal. Data users may not provide the 
dataset to a third party.  

   (b) If the registered data user wishes to have a third party use the data for data cleaning and/or analysis, the registered data user must report 
the location and computer to the JAGES head office and must accompany the third party during the work. 

Prohibition of commercial use 

5  The dataset provided may not be used for commercial purposes. 

Data storage 

6  (a) The data user must be mindful of data security. The data user may not use file-sharing programs or send the dataset in an e-mail as an 
attachment, and must handle the dataset with care, avoiding unnecessary movement of the data. 

(b) The storage and analysis of the dataset shall be undertaken on computers or other recording media that are not connected to the Internet. 

Security obligations 

7  The data user may not release the information obtained through data analysis, such as data content or the research groups’ plans, to a third 
party, without the principal investigator’s permission. 

Publication of findings 

8  (a) Any journal publications or conference presentations must be preceded by a presentation or report in a monthly research group meeting. 

    (b) At the time of publication/presentation, the author must list the names of researchers that contributed to the data acquisition and/or 
analysis as co-authors or mention them in the acknowledgements. The author must also adequately cite past research from the 
AGES/JAGES project. 

   (c) At the time of publication/presentation, the author must provide correct information on data, such as information on study participants, 
research methods, and research findings. 

   (d) A copy of deliverables such as journal articles must be sent to the JAGES head office (preferably in PDF format). 

   (e) A journal article must be accompanied by an acknowledgement that the work was accomplished with the use of (J)AGES project data. 
Furthermore, the author shall obtain permission for publication from his/her co-authors in advance. 

Usage prohibition 

9  If the data user violates any of these terms, he/she will be prohibited from using the dataset. 

Disclaimer 

10 The data providers are not accountable for any inconveniences derived from data usage by the data user.  

 DD/MM/YYYY 

Affiliation and title 

Signature 

  

Form 1 



22 
 

Research Plan 

計画書番号（事務局記入欄）(leave blank) 

 

Submission date:  DD/MM/YYYY 

Data user’s name:  (First)               (Middle)          (Last) 

Title: 

E-mail address: 

Institution: 

 

Research title: 

 

Expected date of manuscript submission / conference presentation: 

 

Name(s) of academic journal(s) / conference(s) where you wish to present: 

 

Co-author(s) and his/her institution(s): 

 

 

Summary of your research plan: 

Background and purpose (including research questions): 

 

 

 

 

 

Research design: 

 

 

Requested dataset(s) for analysis: (underline please) 

ages2003,  ages2006,  jages2010,  jages2013,  jages2010 with check-up,  jages2016 

Form 3 
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cohort03-07,  cohort03-13,  cohort10-13,  cohort10-16,  cohort13-16, 

cohort(panel10-13)-16,  jages2010 with chronological data of long-term care 

panel03-06,  panel06-10,  panel10-13,  panel06-10-13* (* conditional use) 

 

Outcome/dependent variable(s): 

 

 

 

Explanatory variable(s): 

 

 

 

Control variable(s): 

 

 

 

Analytical method(s): 

 

 

 

 

Expected implication and its significance: 

 

 

 

 

Is this your first submission?  Yes / No（申請の種類） 

When would you like to introduce your research plan at a JAGES monthly meeting?
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Ⅳ (J)AGES データ利用ガイド 

１． 用語の定義 

データを共有するにあたり、はじめにいくつかの用語を定義しておく。 

 

*  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとつの Wave は必ずしも同一年もしくは同一年度内に行われた調査のみを含むわけではな

く、調査が年や年度をまたぐ場合もある。 

 

** 各調査において調査対象者をサンプリングする地理的・行政的範囲。(J)AGES 調査では基

本的に、介護保険の保険者を範囲として、その第一号被保険者(65 歳以上）からサンプリング

している。多くの場合、ひとつの保険者は行政上の 1 市町村と一致するが、これまでに調査

に参加した保険者のうち、愛知県知多北部連合は 4 市町、北海道大雪連合は 3 町にまたがっ

ており、南城市と今帰仁村はどちらも沖縄県介護保険広域連合(沖縄県内 41 市町村のうち 2

Wave(ウェーブ） 同じ時期*に同じ基本調査票を用いていくつかの対象地**で行われ

た、ひとまとまりの調査群。 

調査票 各調査のデータ収集に用いられる、いわゆるアンケート 

バージョン 同じ時期の調査票の種類．たとえば、1-10 ページは共通（コア）項

目、11-12 ページは内容の異なるオプション項目で構成されている。

Wave 3 では A、B、C、D、E の 5 バージョンの調査票が用いられた

（ただし、E バージョンは 2011 年度に実施した名古屋・柏・神戸の

みで使用）。 

データセット 各 wave で得られたデータを単独、もしくは組み合わせで集合させた

データ。分析に用いられる表（スプレッドシート）で、ケース***

（列）と変数（行）からなる。 
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市 8 町 18 村が共同で形成）に所属している。また愛知県西尾市、一色町、吉良町、幡豆町は

2011 年 4 月に合併して西尾市になったが、調査は 2011 年 1 月に行われたため、データセッ

ト内では 4 保険者、4 市町のまま扱われている。  

*** 回答者（被保険者）のこと。 

 

２． Wave（ウェーブ） 

(J)AGES プロジェクトでは今までに大規模横断研究・コホート研究・パネル研究に広く用

いられる大きな wave が 3 回分（ages2003、ages2006、jages2010）終了している。2000 年 2

月に武豊町と高浜市で行われた調査は予備調査にあたる(Wave 0）。各 wave の概要は表 V-1

のとおりである。 
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表 V-1 各 waveの概要と調査参加保険者 

wave 名 

太字は主要 wave 

()内は通称 

概要 調査地 調査参加保険者 

太字はパネルデータに含まれる保険者、網

掛けはコホートデータに含まれる保険者 

wave 1 

(AGES2003) 

2003-2004 年に愛知県、香川

県、高知県の 15 市町村(1 広域

連合を含む 12 保険者）で行われ

た． 

愛知県 

 

 

香川県 

高知県 

知多北部広域連合(東海市、大府市、知多

市、東浦町）、半田市*、常滑市、阿久比

町、武豊町、美浜町、南知多町 

東かがわ市、綾歌町、大野原町 

南国市、須崎市 

wave 2 

(AGES2006) 

2006～2007 年に愛知県、奈良

県、高知県の 2 市の合計 9 市町

村で行われた． 

愛知県 

 

奈良県 

高知県 

常滑町、阿久比町、武豊町、美浜町、南知

多町、半田市* 

十津川村 

南国市、須崎市 

wave 3 

(JAGES2010-2011) 

2010 年から進行中．愛知県を大

きく越え、全国の 31 市町村(25

保険者**）で行わなれているた

め、JAGES (Japan Gerontological 

Evaluation Study) と呼ばれる．

以前の Wave と結合したデータ

セットはまだ完成しておらず、

今後作成予定である． 

北海道 

青森県 

宮城県 

千葉県 

山梨県 

愛知県 

 

 

 

三重県 

奈良県 

兵庫県 

岡山県 

長崎県 

沖縄県 

計 12 道

県 

大雪広域連合(東神楽町・東川町・美瑛町） 

十和田市 

岩沼市 

柏市 

中央市、早川町 

名古屋市、知多北部広域連合(東海市、大府

市、知多市、東浦町）、半田市、常滑市、

阿久比町、武豊町、美浜町、南知多町、碧

南市、西尾市、一色町、吉良町、幡豆町 

渡会町 

十津川村 

神戸市 

高梁市 

松浦市 

今帰仁村、南城市 

計 25 保険者** 

*半田市は 2003 をベースラインとするコホートデータには含まれているが、パネルデータには含まれていない。 

**沖縄県の今帰仁村、南城市は 28 市町村が所属する沖縄県介護保険広域連合に所属する。ただし、北海道の大雪

広域連合や愛知県の知多北部広域連合のように所属する市町村の全てを調査でカバーしていない点で異なること

に留意する。 

参考）主な wave に含まれていない調査の概要と参加保険者 

Wave 0 

(武豊 2000） 

1999-2000 年に愛知県の 2 市町で行われた。 愛知県 武豊町，高浜市 

wave 1’ wave 1 と同時期に愛知県 1 市，奈良県の 2 市村で行われた。

しかし，調査票の内容が wave 1 とはかなり異なるために区別

して取り扱われ，wave 2 以降と連結されて用いられることも

ない。 

愛知県 

奈良県 

高浜市 

香芝市，十津川

村 

武豊 2008 2008 年に愛知県の 1 町を対象地として行われた。 愛知県 武豊町 

 

３． 調査票とバージョン 

(J)AGES 調査のデータ収集には基本的に、調査票と呼ばれるアンケート用紙が用いられて

いる。調査票の内容は毎回同じではなく、wave によって少しずつ異なっている。また、同

一 wave 内では「基本調査票」を基準にしつつ、以下のとおり複数のバージョンが設けられ

ている。これは、質問数が多くなることで回答者にかかる負担を回避しつつ、より多くの探

索的質問を盛り込むためである。 
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ひとつの wave の調査票は、全対象者の質問紙に含まれる共通（コア）質問と、特定のバ

ージョンの質問紙にのみ含まれるオプション質問から成っている。wave 2 を例にとると、

各バージョンの構成は図 V-1 で示される。 

 

図 V-1 Wave 2における各バージョンの構成 

 

 

wave 2（2006～7 年）では、愛知県阿久比町・美浜町・南知多町、高知県南国市・須崎市、

奈良県十津川村で、各保険者の全回答者をランダムに 3 群に割付け、A バージョン、B バー

ジョン、C バージョンいずれかの調査票に回答してもらった。また、常滑市では常滑バージ

ョン、武豊町では武豊バージョン、半田市では半田バージョンを使用したため、この wave

全体では計 6 バージョンの調査票が用いられた。（図 V-2） 

 

図 V-2 Wave 2の参加保険者と調査票バージョンの割り付け 

 

さらに、保険者からの要望や方針で独自に削除または付加された質問項目もあるため、同

じ基本調査票の同じバージョンであっても、質問紙の内容はまったく同じとは限らない。詳

しくは、質問項目バージョン別一覧を参照。 

 

バージョン名には調査票の内容を端的に表現しているもの(認知症、家族・虐待、口腔・

栄養）、単にアルファベット分類がしてあるだけのもの（A、B、C）、地域名がつけられ

たものがある。表 V-2 は、各 wave におけるバージョン一覧である。 

file:///C:/事務局/JAGES2013調査/(J)AGES質問項目バージョン別一覧20131211.xlsx
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表 V-2 各 waveに含まれるバージョン(65歳以上を対象者とするもの） 

Wave 名 

太字は主要
wave 

バージョン
名 

オプション項目の内容 備考 

wave 1 

(ages2003） 

認知症* 認知症 

愛知県内では各保険者の回答者を無作為に 3

群に分けて３つのバージョンを割付。香川・
高知では、全回答者がすべてのオプション項
目を含む調査票に回答。 

家族・虐待
* 

家族・虐待 

口腔・栄養
* 

口腔・栄養 

高浜痴呆 買い物頻度・通院頻度 

wave 2 

(ages2006） 

A 
地域 SC・社会・価値観・孫と
の関係 愛知県の 3 町、高知県の 2 市、奈良県の 1 村

で、それぞれの保険者の回答者を無作為に 3

群に分けてバージョンを割付 
B 

虐待・地域ソーシャルキャピタ
ル 

C 睡眠習慣・ペット 

常滑 口腔なし・長谷川式なし・ 常滑市の全回答者に同じ調査票を使用 

武豊 
ローカルな項目(自治体独自項
目） 

武豊町の全回答者に同じ調査票を使用  

半田 

オプション項目は虐待。 

長谷川式認知症テストやプライ
ベートな情報に関する項目は削
除。  

半田市の全回答者に同じ調査票を使用 

wave 3 

(jages2010） 

A 家族介護・治療・生活様式 

名古屋市・柏市・神戸市を除く保険者では、
それぞれの保険者のサンプルを無作為に 4 群
に分けてバージョンを割付 

B 
口腔・楽観性尺度・主観的幸福
度 

C 
地域ソーシャルキャピタル・虐
待 

D 
主観的生活程度・睡眠・認知
症・過去の SES・入浴 

E 運動 

名古屋市・柏市・神戸市では、上記 A-D に加
えて E バージョンも用いられ、それぞれの保
険者のサンプルを無作為に 5 群に分けてバー
ジョンを割付 

早川 
ローカルな項目(自治体独自項
目） 

早川市の全回答者に同じ調査票を使用 

今帰仁 
ローカルな項目(自治体独自項
目） 

今帰仁村の全回答者に同じ調査票を使用 

南城 
ローカルな項目(自治体独自項
目） 

南城市の全回答者に同じ調査票を使用 

*『検証「健康格差社会」』(医学書院、2007）等で「認知症」「家族・虐待」「口腔・栄

養」とあらわされている Wave 1 の各バージョンは、資料によってはそれぞれ「痴呆」「介

護」「食社（食事と社会生活の意味）」と表わされている。 

 

 なお、各データセットでバージョンを表す変数はそれぞれ、AGES2003 は numebr2、

AGES2006 は qstn3vs7、JAGES2010 は file である。 

 

４． データセット 

本ガイドの「１．用語の定義」でも述べたように、データセットとは各 wave で得られた

データを分析しやすくするために、単独、もしくは組み合わせで集合させたものである。デ

ータ利用者は誓約書・申請書・計画書を JAGES 事務局に提出し、必要なデータセットを

SPSS や Stata 等の統計ソフトで分析可能なフォーマットで受け取る。 
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(1) データセットのタイプ 

(J)AGES データを用いて作成したデータセットは、基本的に以下の 3 タイプに分類される． 

横断データ 1 つの wave のデータを集めたもの 

コホートデータ 横断データにその後の転帰(死亡および要介護認定または追跡不

能）とその転帰に至るまでのベースラインからの日数データを加

えたもの 

パネルデータ 2 時点以上の wave のデータの全変数を結合させたもの 

 

 (2) Wave とデータセットの関係 

 各 Wave で対象となった対象地（保険者）が、どのデータセットに含まれているかは以下

の通りである。 

 

表 V-3   Wave とデータセットの関係*（網掛けは市町村名ではなく広域連合） 

 

 

 Wave 1 Wave 2 Wave 3 

デ
ー
タ
タ
イ
プ 

県 

愛知県 
その他 

2 県 

愛知県 その
他 

2 県 

愛知県 その他 

11 道
県 コホート追

跡 

それ以

外 

コホート追

跡 

コホート追

跡 

それ以

外 

保険者数 6 1 5 6 3 6 7 12 

保険者 

常滑 

阿久比 

武豊 

美浜 

南知多 

半田 

知多北

部 

東かが

わ 

綾歌 

大野原 

南国 

須崎 

常滑 

阿久比 

武豊 

美浜 

南知多 

半田 

南国 

須崎 

十津川 

常滑 

阿久比 

武豊 

美浜 

南知多 

半田 

名古屋 

知多北

部 

碧南 

西尾 

一色 

吉良 

幡豆 

大雪 

十和田 

岩沼 

柏 

中央 

早川 

渡会 

十津川 

神戸 

高梁 

松浦 

沖縄 1) 

横
断 

ages2003 ○ ○ ○      

ages2006    ○ ○    

jages2010      ○ ○ ○ 

コ
ホ
ー
ト 

cohort03_07 ○        

cohort03_10 ○        

cohort06_10    ○2)     

パ
ネ
ル 

panel03_06 ○2)   ○2)  ○2)   

panel03_10 ○2)   ○2)  ○2)   

panel06_10 ○2)   ○2)  ○2)   
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1) 大雪広域連合は 3 町、知多北部連合は 4 市町というように該当保険者に所属する市町の

全てを調査でカバーしているが、沖縄介護保険広域連合は所属する 28 市町村中、調査でカ

バーしているのは今帰仁村、南城市のみである。 

2) 半田市の 2006 年度、2010 年度調査は個人を識別しない条件で実施したために、パネル

結合による縦断研究は行なえない。 

グレーの文字のものはデータセット作成中 

 

(3) 地域データ 

AGES2003 では愛知県 6 市町のデータに地域データが付加されている。地域データに関し

ては、埴淵知哉氏作成の文書を参照のこと。 

現在配布している jages2010 データには、小学校区情報までが付加されている。JAGES2010

の地域データコードは EBP 作成の「AGES データの識別変数コードブック」（2012 年 9 月 17

日）を参照のこと。保険者からのデータ提供が受けられる地域については今後、より詳細な

地域情報データが付加される予定である。 

 

５． パネルデータセット 

Wave3 より前の AGES 調査では、大規模な調査は 2003 年度と 2006 年度の 2 時点のみだ

ったため、すでにパネル結合（Wide 形式）が行われたデータセットを AGES 事務局がデー



8 
 

タ利用者に提供していた。しかし、その後その元となった横断データセット（ages2003、

ages2006）のクリーニングを行ったことや、今後結合すべき横断データセット追加されるに

つれて、パネル結合の組み合わせも増加することを考慮し、今後パネルデータセット作成は

2013 年 2 月現在業務委託中である。解説書もデータセットを作成する業者から提供される

予定であるので、そちらを参考のこと。 

 

６． 変数と値 

全ての変数には、 アルファベットと数字、アンダーバーの組み合わせからなる、独自の

変数名がついている。 

例：  

srh_4__4 

adl_3__4 

tret_2_4 

 

ages2003 ではそれぞれの桁が意味するところは以下のとおりである。ages2006 以降のデ

ータセットに関してはこのルールが必ずしも厳密には適用されていないが、最後の 1 桁が調

査年、アンダーバーをはさんで選択肢数というのはほぼ踏襲されている。また ages2003 に

関しては、桁数を 8 にそろえるために_（半角アンダーバー）が繰り返し 2 回用いられてい

る変数も多く、見落としがちなので注意が必要である。 

 

最初の

3or4 桁 

質問内容をアルファベットで端的に表したもの 

 アンダーバー(半角 1 回分） 

 回答の選択肢数 

 アンダーバー（半角 2 回分のこともあるので注意） 

最後の

1or2 桁 

調査年（代表する年） 

 

例えば、srh_4_3 は主観的健康感（self-related health）関する質問で、回答の選択肢が 4 つ

であり、2003～04 年（wave 1）調査で用いられことを意味する。同じ主観的健康感に関す

る変数であっても、2006-07 年度調査で 5 つの選択肢がある質問の変数は shr_5_7 、4 つの

選択肢がある質問の変数は srh_4_7 となり、それぞれ別の変数を表す。 

質問が択一式の場合は、ひとつの質問がひとつの変数に該当し、選んだ選択肢番号が値と

なる。複数回答可の質問の場合は、ひとつの選択肢がひとつの変数に該当し、値は「はい」

か「いいえ」（もしくは「あてはまる」か「あてはまらない」など）になる。 

 

(1) オプション項目の変数の値について 
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・ 同じデータセットで複数のバージョンがある場合、ある回答者の質問票に初めから含ま

れていないオプション項目群に該当する変数の値は「システム欠損値(入力値はな

し）」となっている。しかし、質問票に含まれている項目に対して無回答だった場合も

「システム欠損値」として扱われており、両者についてデータ入力上の区別がされてい

ない。使用予定の変数がバージョン項目の変数かどうかは、バージョン変数とのクロス

集計をして判断する。なお、各データセットでバージョンを表す変数はそれぞれ、

AGES2003 は numebr2、AGES2006 は qstn3vs7、JAGES2010 は file である。 

 

(2) 変数ラベルについて 

・ 全ての変数と値にラベルが付いているわけではない。変数と値の内容は、①変数名付調

査票(2003 年版・2006 年版・2010 年版・2013 年版・2016 年版：PDF ファイル）、②変

数一覧表(Excel ファイル）で確認する。 

・ 分析を行う際には、あらかじめ変数と値に自分で工夫したラベルをつけて使用すると便

利である。 

 

(3) 欠損値について 

欠損値には 0，9，90，98，99，空白(統計ソフトによっては「．」）が入っている。 

2003 データには欠損コードに関するマニュアルはない。メンバーページの 2003 コードブ

ックによれば，0，99，システム欠損値(空白または“．”）の 3 つがある。 

2006 度調査では，「90：バージョン欠損」「 98：無回答またはシステム欠損」「99：抵

抗回答」となっている。欠損の理由としては，以下のようなことが挙げられる。 

1) バージョン欠損－回答者がそのバージョンの対象となっていない場合。 

2) システム欠損値－バージョン欠損以外で，回答者がその質問の対象となっていない

場合。(例：前の質問で「はい」と答えた人のみが答える質問） 

3) 無回答－その質問に回答が求められているのに回答していない場合。 

4) 抵抗回答－その質問に回答が求められているのに正しく回答していないため，デー

タ入力時点で便宜的に選択肢以外の数値が割り当てられた場合。(例：単回答の項目に

対して，複数回答をしているもの。） 

 2010 年度調査では，「-9999：抵抗回答」と「空白または“．”」の 2 種類の欠損がある。

欠損の理由としては，以下のことが挙げられる。 

1) バージョン欠損－オプション質問で，回答者がそのバージョンの対象となっていな

い場合。 

https://www.dropbox.com/s/1osxitqrtazq07r/AGES2003%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820140108.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/qjbwv4t9esmlmgg/AGES2006%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820121010.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/qe6jw40f802kou2/JAGES2010%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820130218.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/7o95kt6hjmi3dsf/JAGES2013%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A820140829.pdf?dl=0
https://www.dropbox.com/s/c7o8huhi9dlqdmx/JAGES2016_%E5%89%AF%E9%A1%8C%E3%83%BB%E5%A4%89%E6%95%B0%E5%90%8D%E4%BB%98%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A5%A8.pdf?dl=0
file:///C:/事務局/JAGES2013調査/2013調査票/JAGES2013調査票_変数名一覧.xlsx
file:///C:/事務局/JAGES2013調査/2013調査票/JAGES2013調査票_変数名一覧.xlsx


10 
 

2) オプション欠損－バージョン欠損以外で，回答者がその質問の対象となっていない

場合。(例：前の質問で「はい」と答えた人のみが答える質問） 

3) 無回答－その質問に回答が求められているのに回答していない場合。 

4) 抵抗回答－その質問に回答が求められているのに正しく回答していないため，デー

タ入力時点で便宜的に選択肢以外の数値が割り当てられた場合。 

抵抗回答とみなされるものには，以下のような場合がある 

・選択肢が「はい」と「いいえ」で，両方に○がついている 

・「3 つ選んでください」とあるのに 5 つの項目に○がついている 

・頻度について，「ほぼ毎日，週 2～3 日，週 1 回，月 1～2 回，年数回，なし」が選択

肢なのに，週 2～3 回と週 1 回の両方に○がついている 

・ 原則として 1)と 2)は分析対象から取り除く必要がある。3)と 4)は分析目的に応じて，

分析対象から取り除くか，分析対象に残したまま無(効）回答という新しいカテゴリー

とすべきか，研究者の判断が必要となる。 

・ コア項目，各バージョンのオプション項目でも，自治体(保険者）の判断で削除された

質問もあり，必要な変数で自治体(保険者）の対象者全員が欠損値だった場合は，対象

者数から除外する必要が出てくる場合もある。分析に用いる変数は全て分析前に必ず市

町村(AGES2003 は munif__4，AGES2006 は new_muni，JAGES2010 は mcode）とのクロ

ス集計で確認すること。 

・ 欠損値の取り扱いは分析結果，ひいては解釈，研究の結論に影響を与えるため，研究倫

理にも関わる問題で，研究者の慎重な態度が求められる。0，9，90，98，99，‐9999 な

どがコードされているものは，一旦空白(もしくは “．”）にした上で，研究者自身が調

査票，変数検索ファイル，コードブックに立ち戻り，その意味するところと自分の分析

目的に照らし合わせ，必要があれば再コードするなど，各自責任を持って対処する。欠

損値の対処法については，Paul D. Allison, (2001), Missing Data, Sage Publication 等が参考

になる。 

 

(4) 記入済調査票 PDF 

 JAGES 事務局では，データが完了した記入済調査票の PDF データを保管している。デー

タ入力の元情報であるこの PDF の閲覧を希望する JAGES データ利用者は事務局に目的等を

相談のうえ，適切と認められた場合には閲覧することができる。 

 

(5) パネルデータにおける回収率，追跡率についての定義 

1. 横断データの配布数と回収数で回収率を算出 
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2. そのうち○○○○名に再度，調査用を配布し、○○○○名から回答を得たと記載 

* 追跡率は各リサーチクエスチョンによるので、事務局では定義しない。  

例．2010－13 パネルデータの場合 

10-13panel 対象自治体の 2010 横断データの配布数：141452 

10-13panel 対象自治体の 2010 横断データの回収数：92272（baseline の回収率: 65.2%) 

そのうち，77714 名に 2013 年調査票を配布し，62438 名から回答を得た。 
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Ⅴ 論文執筆時 

１．倫理的配慮 

JAGES プロジェクトは、日本福祉大学「人を対象とする研究」に関する倫理審査委員会の

承認を受けて行われた。 

申請番号 10-05，2010 年 7 月 27 日承認 

研究課題名 大規模コホートによる老年学的評価研究（J-AGES）プロジェクト 

 

2013 年度調査についても、倫理審査委員会で承認済みである。 

申請番号 13-14，2013 年 8 月 6 日承認 

研究課題名 大規模コホートによる老年学的評価研究（JAGES）プロジェクト 

 

2016 年調査における倫理審査は、国立長寿医療研究センターおよび千葉大学で承認済みで

ある。 

【国立長寿医療研究センター】 

受付番号：No.992 平成 29 年 1 月 27 日承認 

課題名：JAGES (Japan Gerontological Evaluation Study, 日本老年学的評価研究)プロジェクト

－災害被災地含む全国約 40 市町村における高齢者の健康と暮らしに関する疫学研究－ 

 

【千葉大学】 

受付番号：2493 平成 28 年 10 月 21 日 

課題名：JAGES (Japan Gerontological Evaluation Study, 日本老年学的評価研究)プロジェクト

－災害被災地含む全国約 40 市町村における高齢者の健康と暮らしに関する疫学研究－ 

 

なお、上記倫理審査結果通知書の写しは、JAGES ホームページの研究者メンバーページ内

の、JAGES 倫理審査関連リストの下に保管されており、閲覧およびダウンロードが可能であ

る。 

 

２．助成金情報 

論文作成時には、Ⅵ資料編「表Ⅱ-1 調査年度・地域別調査方法」を参考にして適切に調

査方法等を記す。また助成金情報は誓約書の（成果の公表）の項に従って、以下の文章を参

考に表記すること。 
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過去のデータでも、その加工や執筆には現行の研究費も関与していること、また、関与し

そうな研究費は網羅することが COI 上も推奨されていることから、どの調査年度のデータを

使用した場合においても、以下の助成金情報の記載を原則とする。（2017 年 5 月よりこのル

ールを運用開始） 

＊ただし、新しい横断データのみを使用する場合は、過去の研究費情報は適宜削除するこ

と。 

 

（１）邦文論文 

【使用研究費すべてが掲載されたもの使用する場合】 

「本研究は，私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(2009-2013), JSPS 科研（JP18390200）、

厚生労働科学研究費補助金（H22-長寿-指定-008, H25-長寿-一般-003, H28-長寿-一般 002）の

一環で行なわれた成果の一部である。使用した調査データは，私立大学戦略的研究基盤形成

支援事業（2009-2013）, JSPS 科研費(JP15H01972, JP18390200,  JP22330172, JP22390400, 

JP23243070, JP23590786, JP23790710, JP24390469, JP24530698, JP24683018, JP25253052, 

JP25870573, JP25870881,JP26285138, JP26882010）, 厚生労働科学研究費補助金（H22-長寿-

指定-008, H24-循環器等［生習］-一般-007, H24-地球規模-一般-009, H24-長寿-若手-009, H25-

健危-若手-015, H26-医療-指定-003［復興］, H25-長寿-一般-003, H26-長寿-一般-006,H27-認知

症-一般-001, H28-長寿-一般-002）, 国立研究開発法人日本医療開発機構（AMED）長寿科学

研究開発事業, 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター長寿医療研究開発費（24-17，

24-23，29-42）, 公益財団法人長寿科学振興財団長寿科学研究者支援事業（J09KF00804），

世界保健機関健康開発総合研究センター（WHO 神戸センター ）（WHO APW 

2017/713981）（＋必要時 JAGES 以外の研究費も追加）などの助成を受けて JAGES プロジ

ェクトによって実施・整備されたものである。記して深謝します。本稿は，著者の見解を論

じたものであり，資金等提供機関の公式見解を必ずしも反映していない。」 

 

【助成金情報の記載に字数制約がある場合の簡略版】 

「本研究は、JSPS 科研（JP15H01972）、厚生労働科学研究費補助金（H28-長寿-一般

002）、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）、国立研究開発法人国立長寿医

療研究センター長寿医療研究開発費（29-42）, 世界保健機関（WHO APW 2017/713981）

（＋必要時 JAGES 以外の研究費も追加）などの助成を受けて実施した。記して深謝しま

す。」 

 

＊簡略版には現在も研究期間中である最新の研究費情報の中から主要なものを記載してい

る。 

 

（２）英文論文 



14 
 

【使用研究費すべてが掲載されたもの使用する場合】 

This study used data from JAGES (the Japan Gerontological Evaluation Study), which was supported 

by MEXT(Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology-Japan)-Supported 

Program for the Strategic Research Foundation at Private Universities (2009-2013), JSPS(Japan 

Society for the Promotion of Science) KAKENHI Grant Numbers (JP18390200, JP22330172, 

JP22390400, JP23243070, JP23590786, JP23790710, JP24390469, JP24530698, JP24683018, 

JP25253052, JP25870573, JP25870881,JP26285138, JP26882010,JP15H01972 ), Health Labour 

Sciences Research Grants (H22-Choju-Shitei-008, H24-Junkanki [Seishu]-Ippan-007, H24-

Chikyukibo-Ippan-009, H24-Choju-Wakate-009, H25-Kenki-Wakate-015, H25-Choju-Ippan-003, 

H26-Irryo-Shitei-003 [Fukkou], H26-Choju-Ippan-006, H27-Ninchisyou-Ippan-001, H28-choju-

Ippan-002), AMED (Japan Agency for Medical Research and development), the Research Funding 

for Longevity Sciences from National Center for Geriatrics and Gerontology (24-17, 24-23, 29-42) , 

World Health Organization Centre for Health Development (WHO Kobe Centre) (WHO APW 

2017/713981). The views and opinions expressed in this article are those of the authors and do not 

necessarily reflect the official policy or position of the respective funding organizations. 

 

【必要研究費のみを掲載する場合】 

“This study used data from the Japan Gerontological Evaluation Study (JAGES), which was 

supported  

by JSPS(Japan Society for the Promotion of Science) KAKENHI Grant Numbers (JP15H01972), 

Health Labour Sciences Research Grants (H28-Choju-Ippan-002), Japan Agency for Medical 

Research and Development (AMED), the Research Funding for Longevity Sciences from National 

Center for Geriatrics and Gerontology (29-42) , World Health Organization Centre for Health 

Development (WHO Kobe Centre) (WHO APW 2017/713981).” 

 

＜主要な6つの研究費の詳細情報＞ 

1. JSPS 科研費(15H01972) 

① 研究代表者：近藤克則（千葉大学予防医学センター教授） 

② 研究タイトル：高齢者の well-being 格差の生成プロセス解明とソーシャル・キャ

ピタルの研究 

③ 研究期間：平成 27 年度～平成 29 年度 平成 27 年度日本学術振興会科学研究費 

 

2. 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 Japan Agency for Medical Research and 

Development (AMED) 「長寿科学研究開発事業」 

① 研究代表者：近藤克則（千葉大学予防医学センター教授） 

② 研究タイトル：地域づくりによる介護予防を推進するための研究 

③ 研究期間：平成 27 年 10 月 15 日～平成 30 年 3 月 31 日 平成 27 年度日本医療

研究開発機構研究費 
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3. 平成 28 年度厚生労働科学研究費補助金（H28-長寿- 一般-002） 

① 研究代表者：近藤克則（千葉大学予防医学センター教授） 

② 研究タイトル：介護予防を推進する地域づくりを戦略的に進めるための研究 

③ 研究期間：平成 28 年度～平成 30 年度 平成 28 年度厚生労働科学研究費補助

金（長寿科学政策研究事業） 

 

4. 国立研究開発法人日本医療研究開発機構 Japan Agency for Medical Research and 

Development (AMED)「パーソナルヘルスレコード（PHR）利活用研究事業」 

① 研究代表者：近藤克則（千葉大学予防医学センター教授） 

② 研究タイトル：介護予防政策へのパーソナル・ヘルス・レコード（PHR）の利

活用モデルの開発 

③ 研究期間：平成 28 年度～平成 30 年度 平成 28 年度日本医療研究開発機構研

究費 

 

5. 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター長寿医療研究開発費（29-42） 

① 研究代表者：鈴木隆雄（分担研究者：近藤克則） 

② 研究タイトル：長寿コホートの総合的研究 

③ 研究期間：平成29年度 

 

6. 世界保健機関（Internal Reference No.WHO APW 2017/713981） 

① 研究代表者：近藤克則（国立長寿医療研究センター老年学評価研究部） 

② 研究タイトル：ユニバーサル･ヘルス･カバレッジ（UHC）の達成に向けて高齢

人口を対象とした保健と介護の政策と保健システム構築に関する研究 

 

 

 アクサ等、営利企業からの助成金情報を掲載したくない場合は該当する研究機関（ア

クサの場合近藤尚己研）に相談すること。 

 各調査年度における助成研究費の詳細は VI 資料の助成金情報の項を参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


